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リ ン ゴ 黒 星 病 防 除 の 一 方 法

高 橋 俊 作・ 水 野  グ ・ 丹 波  仁
(秋田県果樹試験場・
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鹿角分場 )
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1 1ま  し 力`  き

秋田県北部におけるリンゴ黒星病の発生は定着病害の様

相を呈しており, 4～ 6月 までの病害防除期間中に黒星病

を考慮した防除体糸が必要である。現在の防除はスパット

サイド,ダイカモン,キ ヤノタン剤及びベンズイミグ′―

ル系殺菌剤などによる保護防除であるが,天候不順,防除

の手ぬかりなどによっては多発を見る場合が多い。叉,多

数回散布であるがために防除の乱れが多い。更にはベンズ

ィミダゾール系穀菌剤に対する耐性菌の出現は大きな問題

である。

1967年 頃からアメリカでダイホルダン剤を使用しての

Sing■ o App■ ication Treat口 ontめ
'試
みられ,現在

実用化されている。本方法の開発によつて防除効果の確実

性と,多数回散布から解放されている。我が国では山田ら

がカンキツ黒点病防除について同様な発想で研究されてい

る。秋田県における4～ 6月 の病害発生は黒星病のみの発

生ではなく,多 くの病害発生があり,それらを総合的に,

同時的に防除する必要がある。その中で,ダイホルグン剤

によるSing■ o App■ ication Treatmentを セ`かに組

み入れていくかが実用上の課題である。一連の研究の中で

実用性の高い結果が得られたので報告する。

2 試 験 方 法

試験 1

1 試験場所
2 試験年次
3試 験 区
4 供試品種
5 供試薬剤

6 散布月日
7 散布機材
8 調査月日

, 調査方法

試験 2

1 試験場所

秋果試 17号ヤま

1977年

1区 1樹, 4～ 5区制

東光, 3～ 4年生

ダイホルタン水和剤 500倍 トップジンM水

和剤 500倍

5月 2日 ,7月 6日

動力噴霧機

5月 27日 , 6月 3日 , 7月 16日 , 7月 5日 ,

21日 ,8月 31日

発病葉を算える方法により,そのつどマ~

クした。

鹿角市花輪, 3園

1978年

1区 8～ 10樹 (4～ 5ア ール )

ふじ,国光,紅玉,祝,ス ターキングの混

植,成木樹
ダイホルタン水和剤 500倍 加用 トップジン

M水和剤 1,000倍

トップジンM水和剤 1,000倍

スパットサドド水和剤 1,000倍

5月 9日

スピード・スプレーヤー

6月 14日

1区 3樹,1樹 100果そう(枝単位), 100

新槍について全葉,り 病の有無を調査した。

2 試験年次
3試 験 区
4 供試品種

5 供試薬剤

6 散布月日
7 散布機械
8 調査月日
9 調査方法

る 結 果 と 考 察

試脚   試験目は前年多発した場所である。初発 (リ
ン片越冬による発生)は 5月 11日 で,第 1回 目散布 (5月

2日 )の 9日 後であつた。 5月 5半旬ごろから二次発生が

始まつた。各区での発生経過を表1に示した。全発生葉に

対する処理別比消長は図1に 示 した。 6月 3日 の調査か

ら発生差を生し,ダイホルタン区で12葉, トップジンM区

57葉,無散布区 360葉の発生であつた。以下表 1の通りの

差を示し,無散布区では調査ごとにる00葉以上の発病葉を

マークした。ダイネルタン, トップシンM両区は4回 目調

査まで, そのつど100葉以下の発生量で,特にダイホルタ

ン区は10葉前後の発生量であつた。両区とも5月 2日 の散

布で約 1カ 月間は十分な防除効果を示した。 2カ 月後の 7

月 1半旬でも無処理区に比較し, トンブジンM区で%,グ

表 1 処理,1り 病葉発生数 (1977)

調査月日 トップジンM 無 散 布

5 27

6  3

6  7

6 16

7  5

7 21

8 31

0

57

68

11

311

331

145

10

12

9

2

101

32

180

32

360

722

663

600く

2,052

合  計 4,429
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A トップジンM

表 2現 地 試 験 (1978)
り折諄葉

∽

果そう    100    3 0    629    0 5

新 給  ″  80 824  10

果そう  ″  150  600  28
新 槍  ″  410 783  69
果そう  ″  480  583  ■ 3
新 檎  ″  720 822 158
果そう    100    2 0    605    03

新 檎  ″  20  663  03
果そう  ″  120  608  21
新 給  ″  250 663  50
果そう  ″  200  621  40
新 檎  ″  440  659  97

無 散 布

ダイホルタン
+

トツプジンM

トップジンM

無 散 布

イホルタン区で%以下の発生量であつた。2回 目散布後の
発生量はヽップジンM区 の方が多かつた。全体として,無

処理区に比較してトッブジンM区で‰  ダイホルタン区りろ
の発生量であつた。

試験 2: 数年来多発に経過し,前年は無散布園である。
初発は 5月 28日 ごろで散布 19日 後からであった。二次発生

は6月上旬からみえ始めた。

A園 :ダィホルタン加用 トップジンM区は果そうで,病

率 3%,新檎 8%,,病葉率はどちらも1%以下であつた。
トップシンM区 ではり病率が15%,41%,り 病葉率も3,
7%と高くなつた。無散布区では,病率が48%,72%,リ
病葉率も11,16%であつた。
B園 :3園 のなかでは発生量が全体的に少なめであった。

ダイホルタン加用トノブジンM区のり病率がそれぞれ2%,
,病葉率が1%以下で無処理区の%以下の発生量であつた。

果そう  10o 160  596  32

果そう  ″  360  619  82

新 精  ″  280  5,1  61
果そう     ″    360    592    8 1

新 槍  ″  660  572 180
トップジンM

無  散 布

新 精  ″  660 728 144

果そう  81  370  480  71

新 檎  72 611  398 211

0園 :ダ イホルタン加用 トノブジンM区でり病率がそれ

ぞれ16%,28%,フ 病葉率 3,6%で あった。トップシンM

区,標準区は無散布区と同様の発生量で, り病率も果そう

で40%SS,新槍で60%以上 ,ソ 病葉率もほぼ同じであつた。

以上の結果, ダイネルタン水和剤 500倍 の Sing■ eA―

pp■ ication Treatmontは 優れた防除効果を示 した。
この効果は他剤よりも持続効果,再分散に優れた性質を持
つためであろう。


